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9 人の議員が市政を問う9 人の議員が市政を問う

第10回議会報告会を開催第10回議会報告会を開催

豊後大野市成人式豊後大野市成人式
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令
和
３
年
第
４
回
定
例
会

（
会
期
　
11
月
29
日
～
12
月
21
日
）

11
月
29
日
か
ら
第
４
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
15
議
案
が
上

程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
請
願
１
件

を
趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、

９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部

と
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

（
９
～
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

　　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
21
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

令和３年度 一般会計補正予算（第 8・9・10・11号）令和３年度 一般会計補正予算（第 8・9・10・11号）

７億１980万4千円７億１980万4千円 追加
《一般会計予算総額》

294億4609万7千円

道の駅等管理事業

公衆衛生事業

子育て世帯等臨時特別支援事業

ふるさと応援寄附金事業

３０４０万円追加

３５６万４千円追加 500万円追加

４億４２２３万5千円追加

長引く新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により事業運営に支障が生じているため、事
業継続のために必要な経費を負担するもの。

三重原地域環境問題の臭気対策として「循環
型自然消臭法」を試験的に導入し、養豚事業
者への技術的援助を行うもの。

新型コロナウイルス感染症の長期化により、
影響を受けている子育て世帯を支援するた
め、10 万円の現金一括給付を実施するもの。

新型コロナウイルス感染拡大の影響下におい
て新たな販売促進活動に対応したデジタル技
術等を活用したウェブサイト等の作成、広告
宣伝等を行う事業者に対し費用の一部を補助
するもの。

補正予算の一部を紹介

道の駅原尻の滝



33 （第75号2022.2）

12 月定例会（主な議決事項）

豊後大野市関係人口交流拠点施設条例の制定

豊後大野市国民健康保険条例の一部改正

豊後大野市関係人口交流拠点施設を設置

出産育児一時金の支給額を変更

豊後大野市関係人口交流拠点施設

地域の住民との交流を通じて豊後大野
市と多様な形で関わる人々を創出し、

拡大することにより地域の活性化を図る拠
点として、豊後大野市関係人口交流拠点施
設を設置するものです。

健康保険法施行令の一部改正に伴い、出産育
児一時金の支給額を「40 万 4 千円」から	

「40 万 8 千円」に改めるものです。
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豊後大野市体育施設条例の一部改正

大分市と豊後大野市との間の消防指令業務に係る事務の委託

千歳テニスコートを廃止

消防指令業務に係る事務の委託

千歳テニスコート

豊後大野市千歳町の小中一貫教育校の
校舎建設に伴い、千歳テニスコート

を廃止するものです。

地方自治法第 252 条の 14 第 1 項の規
定に基づき、消防指令業務に係る事

務を大分市に委託して実施するものです。
（令和 6 年 4 月に開始予定）
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財産の取得について

調理機器を更新

三重学校給食共同調理場で使用している調理機器が購入後２０年
を経過し、老朽化による性能低下がみられることから、学校給

食の安定供給を図るため調理機器を購入するものです。

〔相手方〕
	 日本調理機株式会社　大分営業所
	 所長　今古賀　達生

〔契約金額〕　71,390,000 円

12 月定例会（主な議決事項）
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委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

　

地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

豊
後
大
野
市
と
多
様
な
形
で
関
わ
る

人
々
を
創
出
し
、
及
び
拡
大
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

拠
点
と
し
て
施
設
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
施
設
は
５
つ
の
機
能
を
持
つ

多
機
能
型
交
流
施
設
と
な
り
、
今
後

指
定
管
理
の
公
募
を
行
い
、
４
月
か

ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
・
運
営

を
行
い
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
に
全
世
代
型
社
会

保
障
改
革
の
方
針
に
つ
い
て
政
府
で

閣
議
決
定
さ
れ
、
健
康
保
険
法
等
の

改
正
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
お
い
て
、
未

就
学
児
童
に
か
か
る
被
保
険
者
均
等

割
額
を
２
分
の
１
に
減
額
し
、
そ
の

減
額
相
当
額
を
公
費
で
支
援
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
管
理
事

業
に
お
い
て
公
課
費
を
７
万
１
千
円

追
加
し
、
職
員
給
与
管
理
事
業
に
お

い
て
給
料
を
11
万
１
千
円
、
職
員
手

当
等
を
３
万
６
千
円
、
共
済
費
を

18
万
３
千
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
も

の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
を
40
万
１
千
円
追
加
す
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
の
浄
化
槽
保
守
管
理
委
託
業
務

に
係
る
委
託
費
に
つ
い
て
、
債
務
負

担
行
為
限
度
額
を
２
５
０
０
万
円
に

設
定
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
管
理
事

業
に
お
い
て
公
課
費
を
３
３
０
万
円

減
額
し
、
職
員
給
与
管
理
事
業
に
お

い
て
職
員
手
当
等
を
11
万
８
千
円
、

共
済
費
を
１
万
２
千
円
そ
れ
ぞ
れ
減

額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
を
３
４
３
万
円
減
額
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
の
維
持
管
理
委
託
業
務
に
係
る

委
託
費
に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行
為

限
度
額
を
３
８
０
０
万
円
に
設
定
す

る
も
の
で
す
。

　
　

国
が
２
分
の
１
、
県
が
４
分
の

１
、
市
の
負
担
が
４
分
の
１
で
す
。

　
　

債
務
負
担
行
為
で
は
３
年
間
で

９
千
万
円
、
年
間
３
千
万
円
で
、
国

の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
２
分
の

１
充
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
期
間
は
３
年
間
を
め
ど
に
考
え

て
い
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
関
係
人
口
交
流
拠
点

施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
豊
後
大
野
市
浄
化
槽

施
設
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
令
和
３
年
度
豊
後
大
野
市
農
業
集
落

排
水
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
豊
後
大
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

軽
減
に
係
る
市
の
負
担
は
。

　
　

指
定
管
理
料
の
金
額
と
期
間
は
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
３
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、慎
重
審
査
の
結
果
、そ
れ
ぞ
れ
可

決
、趣
旨
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

総
務

産
業
建
設

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
２
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。
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12 月定例会（委員会審査報告）

　

健
康
保
険
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

を
40
万
４
千
円
か
ら
40
万
８
千
円
に

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

加
算
額
に
あ
た
る
産
科
医
療
保

障
制
度
の
掛
け
金
１
万
６
千
円
が

１
万
２
千
円
に
減
額
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
支
給
総
額
42
万
円
を
堅
持
す

る
た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
を
４
千

円
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
歳
町
の
小
中
一
貫
教
育
校
の
校

舎
建
築
に
伴
い
、
千
歳
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

三
重
調
理
場
の
調
理
機
器
に
つ
い

て
、
故
障
な
ど
の
不
具
合
が
多
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
給
食
の
安
定
供

給
の
た
め
、
こ
の
調
理
機
器
の
更
新

を
す
る
も
の
で
す
。

　

国
保
税
の
シ
ス
テ
ム
改
修
等
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

１
５
８
万
８
千
円
を
追
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
診
査
等
委
託
業
務
を

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
か
ら

限
度
額
４
千
万
円
で
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
ま
す
。

　
　

三
重
調
理
場
に
つ
い
て
は
中
期

財
政
計
画
に
お
い
て
更
新
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

集
団
健
診
及
び
特
定
健
診
等
は
大

分
県
支
援
セ
ン
タ
ー
、
節
目
健
診
は
市

民
病
院
、
が
ん
検
診
等
は
厚
生
連
等
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
関
す
る

基
本
計
画
の
中
で
、
今
後
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

令
和
２
年
度
は
18
人
、
令
和
３

年
度
は
11
月
末
現
在
で
12
人
に
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
豊
後
大
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
豊
後
大
野
市
体
育
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
　

ほ
か
の
老
朽
化
し
た
備
品
に
つ

い
て
、今
後
更
新
の
計
画
は
あ
る
か
。

　
　

健
康
診
査
等
委
託
業
務
は
ど
こ
に

委
託
す
る
の
か
。

　
　

こ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
状

況
を
見
た
と
き
に
、
あ
る
程
度
の
必

要
性
を
感
じ
る
が
、
ま
た
新
た
な
施

設
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

今
年
の
給
付
者
数
は
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
６
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。
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12 月定例会（賛否一覧）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

市民クラブ 創生会 黎明会 政友会 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

嶺
　
　
英
治

吉
藤
　
里
美

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

川
野
　
辰
徳

豊後大野市国民健康保険税条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市関係人口交流拠点施設条例の制定について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市国民健康保険条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の 
運営に関する基準を定める条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市体育施設条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大分市と豊後大野市との間の消防指令業務に係る事務の 
委託について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 8 号） 11月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 9 号） 12月14日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算 
（第 3 号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算 
（第 2 号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算（第 2 号）12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 10 号） 12月14日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 11 号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本政府に核兵器禁止条約への参加・調印・批准を求める
意見書に関する請願書 12月21日 趣旨

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ×

各議員の議案に対する賛否の状況(令和3年第４回定例会）
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春野慶司（10 ページ）

吉藤里美（14 ページ）

佐藤昭生（15 ページ）

穴見眞児（16 ページ）

高野辰代（17 ページ）

後藤雅克（18 ページ）

川野優治（11 ページ）

工藤秀典（12 ページ）

原田健蔵（13 ページ）

•	 10 年後、20 年後の人口減少を見越した市政運営	
   について

•	 安心して出産できる医療体制の整備について
•	 本市における指定管理者制度について

•	 市役所の技術職員について
•	 市道の維持管理体制について
•	 本市と友好交流（姉妹）都市との関係について

•	 地域の環境問題について
•	 スポーツ施設の整備計画について

•	 本市のゴミの現状について
•	 市民にやさしい窓口対応について
•	 通学路の安全について

•	 新型コロナウイルス感染症による本市の	
　財政への影響について
•	 経済対策について

•	 都市計画の改定について
•	 スポーツツーリズムについて

•	 県道池田大原線の全線改良工事について
•	 商工業者の経営委譲や新規出店に対する助成に	
　ついて
•	 関係人口からの意見や要望を聞く流れについて

•	 水道事業について
•	「豊後大野市水道ビジョン」について
•	 地域おこし協力隊について

９９人人のの議員議員 市政市政がが を問うを問う

12月７日と８日に行われた一般質問には９人の議員が登壇し、都市計画の改定、県道池田大原線の全線 
改良工事、市民にやさしい窓口対応など２１項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議場での傍
聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。
　※新型コロナウイルス感染症対策でアクリル板を設置して行いました。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問
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人
口
減
少
に
見
合
っ
た

適
正
な
職
員
数
に
つ
い
て

伺
う
。
２
０
３
０
年
の
本

市
の
人
口
予
測
は
２
万
９ 

６
２
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
比
例
し
て
職
員
数

を
減
ら
す
と
、
現
在
の
４ 

９
２
人
か
ら
69
人
減
の

４
２
３
人
に
な
る
。
一
度

に
職
員
を
減
ら
す
の
は
大

変
だ
が
、
毎
年
５
人
ず
つ

減
ら
せ
ば
不
可
能
で
は
な

い
は
ず
だ
が
。

現
在
行
っ
て
い
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
、
指
定
管
理

者
へ
の
委
託
が
可
能
と
思

わ
れ
る
も
の
は
あ
る
か
。

現
在
無
料
で
行
っ
て
い

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
近
い
将
来
に
有
料
化

を
検
討
し
て
い
る
も
の
は

あ
る
か
。

近
い
将
来
、
市
民
税
や

固
定
資
産
税
の
税
率
改
定

は
、
経
営
的
観
点
か
ら
必

要
と
思
う
が
、
選
択
肢
と

し
て
排
除
し
て
い
な
い

か
。

　

現
時
点
で
は
、
神
楽
会

館
と
本
定
例
会
で
設
置
条

例
を
提
案
し
て
い
る
緒
方

町
の
関
係
人
口
交
流
拠
点

施
設
の
２
施
設
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
が
可
能
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
以
外
に
具
体
的

な
検
討
を
し
て
い
る
施
設

は
な
い
。

　

基
本
的
に
は
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
、
税
と
い
う
形

で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

を
徴
収
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
在
提

供
し
て
い
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
有
料
化
に
向
け
、
具

体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い

る
も
の
は
現
時
点
で
は
な

い
。

　

市
税
の
税
率
改
定
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
国
の
動

向
や
県
内
の
状
況
を
踏
ま

え
、
現
時
点
に
お
い
て
予

定
し
て
い
な
い
が
、
税
率

　

平
成
17
年
の
合
併
時
か

ら
16
年
間
で
２
４
０
人
削

減
し
て
い
る
。
今
後
も
人

口
減
少
が
進
む
状
況
を
踏

ま
え
、
そ
れ
に
見
合
っ
た

適
切
な
定
員
管
理
に
努
め

る
。

質

質

質質

答

答

答

答
市
長

市
長

市
長

市
長

10 年後、20 年後の人口減少を10 年後、20 年後の人口減少を
見越した市政運営について見越した市政運営について

常に緊張感を持って市政運営を行う

指定管理での委託を視野に入れる神楽会館

黎 明 会

春
はる

野
の

慶
けい

司
し

の
改
定
を
選
択
肢
と
し
て

排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
も
引
き
続
き
、
課
税

客
体
の
適
正
な
把
握
と
収

納
率
の
向
上
に
努
め
る
。
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現
在
着
手
し
て
い
る
三

重
町
駅
周
辺
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
計
画
道
路
と
な
っ

て
い
る
国
道
３
２
６
号
、

ロ
ー
ソ
ン
赤
嶺
店
か
ら
谷

川
原
郵
便
局
間
の
整
備
の

進
捗
状
況
は
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
必
要

不
可
欠
な
全
天
候
型
体
育

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

質

質

質

建
設
課
長

歩道設置予定の国道 326 号

　

現
在
、
三
重
町
駅
周
辺

は
都
市
再
生
整
備
計
画
事

業
と
し
て
、
道
路
や
交
流

広
場
、
駅
前
駐
車
場
な
ど

の
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
ず
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
三
重
町
駅
西
側
か

ら
上
赤
嶺
神
社
ま
で
の
間

に
新
た
な
道
路
、
駅
前
上

赤
嶺
線
の
整
備
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年

度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
市
原
方
面
、
市
道

市
原
線
へ
の
接
続
に
向
け

　

国
道
３
２
６
号
、
ロ
ー

ソ
ン
赤
嶺
店
か
ら
谷
川
原

郵
便
局
の
間
に
つ
い
て
は
、

大
分
県
が
平
成
29
年
度
に

交
通
安
全
事
業
で
小
坂
工

区
と
し
て
整
備
に
着
手
し

て
い
る
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
本
年
度
も
主
に
用

　

令
和
３
年
８
月
か
ら
実

施
設
計
に
着
手
し
、
現
在
、

施
設
規
模
や
事
業
費
に
つ

い
て
積
算
を
行
っ
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
今
後
一
定

の
見
通
し
が
つ
い
た
ら
中

間
報
告
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答

答

答

建
設
課
長

社
会
教
育
課
長

都市計画マスタープランの改定は都市計画マスタープランの改定は

スポーツツーリズムは観光のスポーツツーリズムは観光の
活性化にも重要活性化にも重要

集約・連携型都市構造のまちづくりに取り組む

施設整備とともに全庁的な検討を行っている

緑 政 会

川
かわ

野
の

優
ゆう

治
じ

て
路
線
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

　

ま
た
三
重
町
駅
前
か
ら

ま
す
の
井
前
を
通
り
、
国

道
３
２
６
号
ま
で
の
間
を

県
道
高
市
駅
前
線
と
し
て
、

大
分
県
が
整
備
に
着
手
し

て
い
る
。
市
道
三
重
駅
前

線
も
今
後
整
備
を
行
う
計

画
で
あ
る
。

　

交
流
広
場
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
度
に
工
事
に
着

手
し
て
お
り
、
令
和
４
年

度
以
降
に
駐
車
場
等
の
整

備
に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

地
買
収
を
行
っ
て
お
り
、

一
部
区
間
に
つ
い
て
工
事

を
実
施
、
ま
た
令
和
４
年

度
か
ら
は
、
用
地
買
収
が

完
了
し
た
箇
所
か
ら
歩
道

設
置
工
事
に
順
次
着
手
す

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
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県道池田大原線の全線改良工事県道池田大原線の全線改良工事
についてについて

商工業者の経営委譲や新規商工業者の経営委譲や新規
出店に対する助成について出店に対する助成について

早期着手に向け今後も引き続き要望する

支援策等を調査、研究していく

合
併
以
前
か
ら
改
良

工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
朝
地
町
池
田
部
分

の
完
成
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
地
域
振
興
や
朝
倉
文

夫
記
念
館
の
活
性
化
の
た

め
に
も
早
急
な
対
応
を
県

に
要
望
で
き
な
い
か
。

市
内
の
商
工
業
に
携
わ

る
方
の
人
口
が
著
し
く
減

っ
て
い
る
状
況
だ
が
、
市

と
し
て
の
対
応
策
は
。

質

質

　

用
地
取
得
に
加
え
、
橋

や
ト
ン
ネ
ン
ル
が
必
要
と

な
り
多
大
な
事
業
費
を
要

す
る
。
県
か
ら
は
「
近
年

の
公
共
事
業
を
取
り
巻
く

状
況
や
周
辺
道
路
環
境
を

考
慮
し
、
１
・
５
車
線
的

道
路
整
備
を
視
野
に
入
れ
、

管
内
の
他
の
未
改
良
箇
所

と
の
優
先
度
を
考
慮
し
、

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。

　

本
市
と
し
て
は
平
成
27

年
度
に
「
創
業
支
援
等
事

業
計
画
」
を
策
定
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
末
ま
で

に
創
業
希
望
者
等
に
対
し

て
創
業
相
談
や
専
門
家
派

答

答

建
設
課
長

商
工
観
光
課
長

市 民 ク ラ ブ

工
く

藤
どう

秀
ひで

典
のり

　

本
市
と
し
て
も
大
野
町

か
ら
朝
地
町
へ
の
連
絡
道

路
と
し
て
、
ま
た
朝
倉
文

夫
記
念
館
の
活
用
の
た
め

に
も
重
要
な
路
線
で
あ
る

た
め
、
早
期
着
手
に
向
け
、

今
後
も
引
き
続
き
、
大
分

県
議
会
土
木
建
築
委
員
会

及
び
大
分
県
豊
後
大
野
土

木
事
務
所
に
要
望
し
て
い

く
。

県道池田大原線

そ
の
他
の
質
問

・
関
係
人
口
か
ら
の
意
見

　
や
要
望
を
聞
く
流
れ
に

　
つ
い
て

遣
な
ど
、
創
業
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
、
年
間
12

件
の
創
業
を
目
指
し
て
い

る
。

　

ま
た
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
り
、「
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
利

子
補
給
補
助
金
」
な
ど
の

経
済
的
支
援
も
準
備
し
て

い
る
。

　

し
か
し
市
内
の
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
人
口
減
少
や
大
型
店

の
出
店
等
で
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
引
き
続
き
市

商
工
会
や
大
分
県
、
金
融

機
関
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
情
報
収
集
等
に
よ

り
状
況
把
握
に
努
め
、
支

援
策
を
県
内
他
市
の
補
助

制
度
な
ど
を
参
考
に
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。
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水道事業について水道事業について

市営水道の普及拡大は経営面から非常に困難

　

浄
水
施
設
が
23
カ
所
あ

り
、
そ
れ
ら
を
浄
水
処
理

方
法
別
に
分
類
す
る
と
、

緩
速
ろ
過
方
式
が
５
カ

所
、
膜
ろ
過
方
式
が
２
カ

所
、
急
速
ろ
過
方
式
が
１

カ
所
、
塩
素
消
毒
の
み
の

施
設
が
15
カ
所
と
な
っ
て

い
る
。

　

水
源
に
つ
い
て
は
、
河

　

令
和
２
年
度
末
の
計
画

給
水
人
口
に
対
す
る
市
営

水
道
の
普
及
率
は
92
・
９

％
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
普
及
拡
大
は
経
営
面
か

ら
非
常
に
困
難
な
状
況
で

あ
る
。

　

な
お
、
市
営
水
道
未
普

及
地
域
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
要
綱
に
基
づ
き
、

飲
料
用
水
施
設
の
新
設
及

び
修
繕
に
要
す
る
費
用
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

給
水
の
状
況
、
決
算
の

状
況
と
も
に
※

水
道
事
業

経
営
戦
略
に
お
け
る
計
画

と
実
績
に
な
る
が
、
計
画

と
比
較
し
て
１
日
平
均
給

水
量
は
令
和
元
年
度
と
２

答

答

答

産
業
建
設
統
括
理
事

産
業
建
設
統
括
理
事

上
下
水
道
課
長

計
画
に
沿
っ
た
事
業
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

豊
後
大
野
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

豊
後
大
野
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
に
千
歳
簡

易
水
道
事
業
、
翌
年
度
に

は
清
川
、
緒
方
、
大
野
、

犬
飼
の
４
簡
易
水
道
事
業

を
水
道
事
業
に
統
合
し
た

が
、
そ
の
概
要
は
。

水
道
未
普
及
地
域
へ
の

普
及
拡
大
対
策
は
。

統
合
後
の
給
水
実
績
と

水
需
要
予
測
結
果
の
比
較
、

決
算
状
況
と
財
政
計
画
の

比
較
に
つ
い
て
伺
う
。

質

質

質

黎 明 会

原
はら

田
だ

健
けん

蔵
ぞう

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

　
つ
い
て

川
表
流
水
が
１
カ
所
、
井

戸
か
ら
の
取
水
が
31
カ

所
、
湧
水
が
３
カ
所
の
計

35
カ
所
で
、
管
路
延
長
は

計
３
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
い
る
。

年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
22
・
１

％
、
16
・
８
％
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

　

決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、

経
常
損
益
が
令
和
元
年
度

で
は
５
３
０
０
万
６
千
円
、

２
年
度
は
３
０
８
０
万
６	

千
円
の
赤
字
で
、
動
力
費

や
委
託
料
経
費
及
び
減
価

償
却
費
の
増
大
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
財
源
と
な
る
起

債
の
充
当
率
を
見
直
す
な

ど
し
て
、
計
画
に
沿
っ
た

事
業
が
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

※水道事業経営戦略＝安心・安全なおいしい水を安定的に供給し続けていくために水道ビジョンを策定。
これを基に平成29年度から令和8年度の10年間を計画期間として具体的な経営戦略を策定したもの。

三重浄水場
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市内で出産できる医療体制の整備を市内で出産できる医療体制の整備を

産科の存続は困難

一 般 質 問

市
民
病
院
で
産
科
の
復

活
を
検
討
で
き
な
い
か
。

指
定
管
理
委
託
料
の
算

定
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

大
野
町
に
あ
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ハ
ブ
施
設
は
指
定

管
理
に
な
っ
て
２
年
目
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
提
案
さ
れ
た
事

業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と

思
う
。
そ
の
場
合
、
指
定

管
理
委
託
料
の
見
直
し
は

さ
れ
る
の
か
。

質

質質

　

分
娩
対
応
を
す
る
産
婦

人
科
の
医
療
施
設
は
、
常

勤
の
産
婦
人
科
医
師
を
最

　

主
に
既
存
施
設
の
過
去

の
管
理
経
費
の
実
績
等
を

参
考
に
指
定
管
理
委
託
料

を
算
定
し
て
い
る
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
の

指
定
管
理
委
託
料
の
変
更

は
、基
本
協
定
の
中
で「
賃

金
水
準
や
物
価
水
準
、
消

費
税
の
変
動
に
よ
る
も
の

の
み
」
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
で
変
更
事
由
は

な
い
。

答

答答

病
院
事
業
管
理
者

財
政
課
長

財
政
課
長

低
２
～
３
名
必
要
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
。

　

仮
に
そ
ろ
え
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
多
く
の
妊
婦

の
方
は
、
例
え
ば
大
分
市

内
の
待
遇
が
良
く
サ
ー
ビ

ス
が
極
め
て
充
実
し
て
い

る
施
設
で
の
出
産
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。

　

経
営
面
や
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
も
産
婦
人

科
の
復
活
は
難
し
い
。

指定管理者制度の適正な実施を指定管理者制度の適正な実施を

最も適当と認める団体を選定している

令
和
３
年
10
月
10
日
を

も
っ
て
市
内
唯
一
の
産
婦

人
科
医
院
の
分
娩
が
廃
止

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

当
事
者
の
皆
さ
ん
や
ご
家

族
に
と
っ
て
大
き
な
不
安

で
あ
る
と
思
う
が
、
市
と

し
て
こ
の
問
題
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。 質

　

今
後
の
出
生
数
の
減
少

や
産
婦
人
科
医
師
及
び
助

産
師
の
確
保
の
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
産
科
の
存
続

は
困
難
で
あ
る
。
現
在
、

市
内
の
産
婦
人
科
医
院
に

お
い
て
、
通
常
ど
お
り
妊

答
生
活
福
祉
統
括
理
事

市 民 ク ラ ブ

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

婦
健
診
と
産
後
健
診
、
産

後
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
分
娩
に
つ

い
て
は
市
外
の
産
婦
人
科

を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

分娩直後の赤ちゃん
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市役所の技術職員の現状について市役所の技術職員の現状について

技術職員の確保に努める

～ 9 人の市議が市政を問う～

技
術
職
員
の
養
成
・
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
災
害
対
応

へ
の
予
備
調
査
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

草
刈
り
、
支
障
木
の
伐

採
、
道
路
の
補
修
、
舗
装

の
修
繕
、
側
溝
の
掃
除
等

は
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理

し
て
い
る
の
か
。

国
内
外
を
問
わ
ず
、
本

市
と
の
友
好
交
流
都
市
が

あ
る
。
コ
ロ
ナ
後
の
対
応

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
交
流
を

計
画
し
て
い
る
か
。

質

質

質

　

県
や
そ
の
外
部
団
体
が

開
催
す
る
研
修
に
積
極
的

に
参
加
し
て
お
り
、
本
年

度
は
建
設
課
の
土
木
技
師

職
員
が
、
大
分
県
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る

「
若
手
技
術
者
の
た
め
の

土
木
構
造
物
設
計
」や「
公

共
工
事
の
監
督
・
検
査
」、

「
橋
梁
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

と
最
新
の
技
術
向
上
」
な

ど
に
参
加
し
て
い
る
。

　

路
線
数
が
多
く
、
管
理

延
長
も
長
い
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
ま
た
除
草

作
業
等
の
作
業
時
に
道
路

施
設
の
不
具
合
や
危
険
箇

所
の
情
報
を
連
絡
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

要
望
に
つ
い
て
は
、
担

当
職
員
が
現
地
を
調
査
し
、

路
面
の
陥
没
、
路
肩
の
崩

壊
等
の
直
接
通
行
に
支
障

が
あ
り
、
危
険
度
の
高
い

箇
所
か
ら
優
先
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　

海
外
３
都
市
、
国
内
１

都
市
の
計
４
都
市
あ
り
、

特
に
国
内
唯
一
で
あ
る
台

東
区
と
は
、
今
後
も
連
携

し
て
本
市
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
な
交
流
を
進

め
て
い
く
。

答

答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

建
設
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

市道の維持管理体制について市道の維持管理体制について

本市と友好交流（姉妹）都市本市と友好交流（姉妹）都市
との関係についてとの関係について

適切な維持管理に努める

本市の活性化につながるような
交流を推進していく

黎 明 会

佐
さ

藤
とう

昭
あき

生
お

建
築
技
術
職
員
に
つ
い

て
も
、県
が
開
催
す
る「
新

任
建
築
基
礎
研
修
」や「
建

築
指
導
研
修
」な
ど
に
参

加
し
て
い
る
。

　

ま
た
今
後
予
想
さ
れ
る

災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、

梅
雨
前
に
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
。

東京都台東区で開催されたふるさとＰRフェスタ
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一 般 質 問

「
豊
後
大
野
市
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
等
に
関
す

る
基
本
計
画
」
の
策
定
業

務
に
着
手
し
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
施
設

及
び
地
域
の
特
性
に
応
じ

商
工
観
光
課
長
を
部
会

長
に
社
会
教
育
課
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
で
作
業
部

会
を
設
置
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
官
民
が
連

携
、
協
働
し
て
取
り
組
む

「
豊
後
大
野
市
版
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
設

立
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

答

答

教
育
次
長

教
育
次
長

地域の環境問題について地域の環境問題について

スポーツ施設の整備計画についてスポーツ施設の整備計画について

連携を図りながら臭気の軽減に取り組む

全天候型体育施設新築の実施設計に着手した

質

質

ダクトを設置して臭気軽減に取り組む養豚施設（清川町）

市
は
地
域
の
中
で
臭
い

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。

今
後
の
対
応
は
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
お
け
る
複
数
課
の
連
携

は
。

質

質

　

臭
い
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
７
月
下
旬

に
清
川
町
に
あ
る
養
豚
業

者
の
畜
舎
周
辺
の
自
治
区

か
ら
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

の
相
談
が
あ
っ
た
。　

　

９
月
20
日
に
当
該
自
治

区
か
ら
、
生
活
環
境
改
善

対
策
要
望
書
が
市
に
提
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

内
容
を
事
業
者
へ
伝
え
、

真
摯
に
対
応
す
る
よ
う
申

し
入
れ
た
。

　

事
業
者
の
改
善
対
策
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

消
臭
技
術
な
ど
の
情
報
提

供
等
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
の
地
域
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、対
策
の
サ
ポ	

ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

答

答

産
業
建
設
統
括
理
事

産
業
建
設
統
括
理
事

　

10
月
１
日
に
は
市
担
当

者
立
会
い
の
下
、
事
業
者

と
悪
臭
の
改
善
に
向
け
た

対
応
の
協
議
が
行
わ
れ
、

自
治
区
か
ら
悪
臭
の
状
況

と
改
善
に
つ
い
て
の
申
入

れ
を
行
い
、
事
業
者
か
ら

は
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
。

市 民 ク ラ ブ

穴
あな

見
み

眞
しん

児
じ

た
施
設
立
地
の
魅
力
の
大

き
さ
や
、
潜
在
的
な
可
能

性
等
の
評
価
を
行
い
、
そ

れ
を
地
図
表
示
す
る
等
の

作
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
令
和
３
年
８
月
か

ら
は
、
全
天
候
型
体
育
施

設
新
築
の
実
施
設
計
に
着

手
し
た
。
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～ 9 人の市議が市政を問う～

市民にやさしい窓口対応について市民にやさしい窓口対応について

手話は言語であると認識している

指さしコミュニケーションボード（銀行編）

令
和
３
年
３
月
に

「
大

分
県
手
話
言
語
条
例
」
が

制
定
さ
れ
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
手
話
普
及
動
画

や
普
段
の
生
活
で
の
困
り

ご
と
、
指
さ
し
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。
窓
口
職

員
の
手
話
研
修
の
状
況
は
。

イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
意

思
疎
通
を
図
る
、
指
さ
し

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
の
市
役
所
版
は
作
成
し

な
い
の
か
。

窓
口
職
員
は
口
形
の
見

え
る
透
明
マ
ス
ク
を
活
用

で
き
な
い
か
。

質

質

質

　

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
職
員

研
修
を
令
和
元
年
度
か
ら

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
す
る
。

　

ボ
ー
ド
で
表
す
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
手
話
通
訳

者
で
の
対
応
を
継
続
す
る
。

　

口
の
動
き
を
見
る
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
る
方
に
は
状

況
に
応
じ
て
透
明
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
。

答

答

答

生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

　

各
学
校
か
ら
86
の
危
険

箇
所
の
届
け
出
が
あ
っ
た
。 　

各
学
校
に
お
け
る
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
組

織
、各
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
も
連
携
を
強
化
し
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
見

守
り
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。

　

今
後
も
児
童
生
徒
の
登

下
校
に
お
け
る
安
全
対
策

を
多
方
面
か
ら
の
協
力
を

求
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
状
況
を
確
認
す

る
。

答

答 答

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

通学路の安全について通学路の安全について
多方面からの協力を
求めながら進める

千
葉
県
で
下
校
中
の
小

学
生
死
傷
事
故
が
発
生
し

た
が
、
本
市
の
通
学
路
の

安
全
点
検
結
果
は
。

地
域
で
の
登
下
校
の
見

守
り
に
つ
い
て
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

危
険
箇
所
に
つ
い
て
責

任
を
持
っ
て
確
認
作
業
し

て
ほ
し
い
が
、
そ
の
方
法

は
。 質

質

質

創 生 会

高
たか

野
の

辰
たつ

代
よ

そ
の
他
の
質
問

・
本
市
の
ゴ
ミ
の
現
状
に

　
つ
い
て
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創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

新型コロナウイルス感染症による新型コロナウイルス感染症による
本市の財政への影響は本市の財政への影響は

影響は想定よりも少なかったと
認識している

コロナ禍で受診控えがあったと考えられる
豊後大野市民病院

そ
の
他
の
質
問

・
経
済
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
各
方
面
に
影
響

を
与
え
て
い
る
が
、
本
市

の
財
政
に
与
え
た
影
響
は
。

質
　

令
和
２
年
度
の
実
績
と

し
て
は
、
固
定
資
産
税
の

猶
予
が
14
件
で
１
８
４	

５
万
３
４
０
０
円
、
国
民

健
康
保
険
税
の
猶
予
が

18
件
で
64
万
７
１
０
０

円
、
市
県
民
税
等
の
猶
予

が
12
件
で
42
万
３
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
特
別
会
計
に
お
い
て

も
、
介
護
保
険
料
の
減
免

が
７
件
で
63
万
６
０
０
円

答
市
長

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
各

会
計
の
財
政
運
営
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
は
な
か
っ

た
。

　

令
和
３
年
度
は
市
税
の

徴
収
猶
予
制
度
が
な
い
の

で
、
財
政
運
営
へ
の
影
響

は
少
な
い
も
の
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後

新
た
な
変
異
株
の
影
響
等

に
よ
り
、
感
染
状
況
が
悪

化
し
、
今
ま
で
持
ち
こ
た

え
て
き
た
経
済
が
さ
ら
に

落
ち
込
む
よ
う
な
事
態
と

な
れ
ば
、
本
市
の
財
政
運

営
へ
の
影
響
も
大
き
な
も

の
に
な
る
と
危
惧
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
感
染
防
止
の
た
め

住
民
の
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
病
院

の
受
診
控
え
や
介
護
な
ど

の
相
談
控
え
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
地
域
福

祉
活
動
の
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
介
護
予
防
等
が

十
分
に
行
え
ず
、
健
康
リ

ス
ク
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が

収
束
に
向
か
い
、
住
民
の

活
動
が
元
に
戻
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
抑
制
さ
れ
た
病
院

の
受
診
や
介
護
申
請
な
ど

が
増
加
し
、
診
療
費
や
介

護
給
付
費
が
感
染
拡
大
以

前
よ
り
増
加
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
、
市
の
財
政
運

営
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
一
般
会
計
等

の
財
政
状
況
の
推
移
に
つ

い
て
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
下
で
の
社
会
経

済
活
動
の
再
開
と
、
次
な

る
危
機
へ
の
備
え
と
し
て
、

不
断
の
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
。



事業進捗状況調査

事業進捗状況調査を実施
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令
和
３
年
10
月
20
日 

に
総
務
常
任
委
員
会
、
22

日
に
厚
生
文
教
常
任
委
員

会
、
25
日
に
産
業
建
設
常

任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
所

管
す
る
課
の
現
年
度
の
事

業
進
捗
状
況
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

担
当
課
よ
り
事
業
の
進

捗
状
況
の
説
明
を
受
け
た

後
、
各
委
員
か
ら
事
業
の

内
容
や
予
算
に
関
す
る
質

疑
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
委
員
会
の
調
査
事
業

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

事業進捗状況調査対象事業一覧表
担当課 主な事業名

総
務
常
任
委
員
会

総務課 広報広聴事業

財政課 財産管理事業

税務課 賦課徴収事業

まちづくり推進課 ふるさと応援寄附金事業ほか３事業

消防本部 消防施設整備事業

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

市民生活課 予防接種事業

環境衛生課 葬斎場事業

社会福祉課 社会福祉総務事業

子育て支援課 放課後児童健全育成事業

高齢者福祉課 在宅老人福祉事業

学校教育課 小中学校ICT環境整備事業ほか１事業

社会教育課 公民館管理運営事業ほか１事業
産
業
建
設
常
任
委
員
会

農業振興課 担い手支援事業ほか１事業

農林整備課 椎茸生産支援対策事業ほか１事業

商工観光課 商工業振興事業ほか１事業

建設課 市道維持管理事業ほか１事業

上下水道課 上水道特別会計

各委員会の様子



60代 45.2％60代 45.2％

70代以上70代以上
　41.9％　41.9％

30代以下30代以下
　3.2％　3.2％

50代 3.2％50代 3.2％

40代 6.5％40代 6.5％

アンケート集計結果
年代別来場者数の推移年　代

開催日時 開催場所 テーマ 人　数

１１月１４日（日）午後２時～

市役所５階
委員会室

市政全般について

１５人

１１月１７日（水）午後７時～ １８人

第10回議会報告会第10回議会報告会を開催を開催

　第１０回議会報告会を市役所５階委員会室で開催しました。今回は第１部として９月定
例会の審議内容など議会の活動を報告するとともに、第２部では「市政全般について」を
テーマに質疑や意見交換が行われました。
　今回市民の皆さまから頂いたご意見をもとに、今後の議会活動や市政の発展に活かして
いきたいと考えています。

30代以下 40代 50代 60代 70歳以上

第7回
7.4％7.4％7.4％
7.4％7.4％7.4％

15.8％15.8％15.8％

38.9％38.9％38.9％

30.5％30.5％30.5％

第9回

41.5％41.5％41.5％

20.2％20.2％20.2％

7.4％7.4％7.4％

30.9％30.9％30.9％

3.2％3.2％3.2％

第8回

37.1％37.1％37.1％

22.6％22.6％22.6％

33.9％33.9％33.9％

3.2％3.2％3.2％

第10回

41.9％41.9％41.9％

45.2％45.2％45.2％

3.2％3.2％3.2％
6.5％6.5％6.5％3.2％3.2％3.2％
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第 10 回議会報告会

意
見　

三
重
町
内
の
産
婦
人
科

が
分
娩
を
廃
止
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
採
算
の
問
題
は
あ
る
に

せ
よ
、
産
科
医
を
探
す
な
ど
し

て
市
民
病
院
に
産
婦
人
科
を
設

置
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

意
見　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
に

と
っ
て
ト
イ
レ
の
問
題
と
い
う

の
は
一
番
苦
慮
さ
れ
る
部
分
だ

と
聞
く
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
が
で
き
た
と
き
に
既
存
の

ト
イ
レ
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方

に
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
表
示
が
で
き
な
い	

か
。

意
見　

市
は
子
育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
定

住
人
口
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
昔
は
親
と
子
ど
も

と
孫
が
３
世
代
同
居
し
て
い
た

の
で
、
集
落
の
行
事
も
こ
な
せ

て
い
た
が
、
現
在
で
は
集
落
の

行
事
ど
こ
ろ
か
草
刈
り
す
ら
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
を
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
若
者
を
こ
ち
ら
に
戻
し
、

定
住
さ
せ
る
よ
う
な
施
策
を
も	

っ
と
強
力
に
進
め
て
ほ
し
い
。

意
見　

過
疎
化
で
自
治
委
員
の

な
り
手
が
少
な
く
、
自
治
会
の

運
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
あ
る
。

　

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
な
い

と
自
治
委
員
に
な
れ
な
い
が
、

自
治
委
員
に
な
れ
な
く
と
も
、

そ
れ
に
代
わ
る
役
を
創
設
で
き

な
い
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
質

疑
や
意
見
の
中
で
、
執
行
部

に
送
付
す
る
こ
と
が
必
要
と

判
断
し
た
も
の
は
、
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

第
10
回
議
会
報
告
会
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
多
く
の

意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

こ
で
は
、
い
た
だ
い
た
意

見
な
ど
の
主
な
内
容
を
テ
ー
マ

ご
と
に
抜
粋
し
た
も
の
を
お
伝

え
し
ま
す
。

な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見
や

質
問
な
ど
は
、
今
後
執
行
部
の

見
解
等
が
必
要
な
も
の
は
回
答

を
求
め
る
と
と
も
に
、
議
会
、

議
員
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。

意
見　

市
は
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ	

ー
ン
を
推
進
し
て
い
る
の
な
ら
、

せ
っ
か
く
移
住
し
て
き
た
人
の

子
ど
も
を
近
く
の
保
育
園
や
幼

稚
園
に
入
園
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
で
き
な
い
か
。

意
見　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
は
ひ
ど
く
、
猟
友
会
を

通
じ
て
駆
除
す
る
な
ど
と
甘
い

こ
と
を
言
っ
て
い
る
状
況
に
は

な
い
。
議
会
も
執
行
部
も
山
間

部
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
い

う
認
識
を
共
有
し
、
も
っ
と
強

力
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
ほ
し

い
。

意
見　

中
心
部
か
ら
離
れ
た
地

域
に
住
む
80
歳
以
上
の
高
齢
者

は
交
通
手
段
が
な
い
た
め
、
選

挙
の
投
票
率
が
極
端
に
低
い
。

昔
は
各
小
学
校
区
に
す
べ
て
投

票
所
が
あ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た

が
、
現
在
は
各
支
所
ま
で
足
を

運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

行
き
づ
ら
く
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
す
る
な
ど

し
て
、
高
齢
者
の
投
票
率
を
上

げ
る
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
議
員
の
活
動
状
況
を
多
く
知

り
た
い
。

　
・
高
齢
化
の
問
題
点
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
議
員
の
皆
さ

ま
も
共
に
活
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
手
話
通
訳
を
つ
け
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

・
も
っ
と
市
民
の
声
を
直
接
聞

い
て
ほ
し
い
。

　
・
議
会
報
告
会
で
活
躍
の
状
況

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
よ

り
市
民
目
線
で
対
応
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

2121 （第75号2022.2）

市
政
全
般
に
つ
い
て

意
見
や
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト



閉会中の議会の動き
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豊後大野市自治会連合会理事会と意見交換

ぶんご大野里の旅公社と意見交換

県南５市市議会議長会を開催

　

10
月
20
日
に
、
豊
後
大
野
市
自

治
会
連
合
会
理
事
会
の
皆
さ
ま
と

議
会
活
性
化
委
員
会
で
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
テ
ー
マ
を	

「
議
員
定
数
と
報
酬
等
に
つ
い
て
」

に
設
定
し
、
議
員
活
動
の
日
数
や

内
容
、
そ
れ
に
見
合
う
議
員
定
数

や
報
酬
額
を
中
心
に
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
に
、
一
般
社
団
法
人

ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公
社
の
皆
さ

ま
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、テ
ー
マ
を「
豊

後
大
野
市
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の

観
光
に
つ
い
て
」
に
設
定
し
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご
意

見
は
、
今
後
の
委
員
会
活
動
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

11
月
12
日
に
豊
後
大
野
市
役
所

に
て
令
和
３
年
度
大
分
県
南
５
市

市
議
会
議
長
会
「
議
長
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
講
演
や
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
各
市
の
現
状
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

自治会連合会理事会の皆さま

里の旅公社の皆さま

研修会の様子



閉会中の議会の動き

2323 （第75号2022.2）

議会日誌
10 月 11 月 12 月

5日㈫

8日㈮

13日㈬

15日㈮

20日㈬

22日㈮

25日㈪

5日㈮

12日㈮

14日㈰

17日㈬

19日㈮

26日㈮

29日㈪

1日㈬

7日㈫

8日㈬

13日㈪

14日㈫

15日㈬

20日㈪

21日㈫

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会活性化委員会

総務常任委員会(進捗状況調査)

議会活性化委員会意見交換会

厚生文教常任委員会(進捗状況調査)

産業建設常任委員会(進捗状況調査)

産業建設常任委員会意見交換会

県南5市市議会議長会議長研修会

第10回議会報告会(三重)

第10回議会報告会(三重)

議会運営委員会

議会運営委員会

第4回定例会開会(議案上程)

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

厚生文教常任委員会(所管事務調査)

本会議(一般質問)

議会運営委員会

本会議(一般質問)

厚生文教常任委員会(所管事務調査)

本会議(議案質疑)

常任委員会

(総務・厚生文教・産業建設)

産業建設常任委員会(所管事務調査)

議会運営委員会

本会議(閉会)

議会運営委員会

議会活性化委員会

インターネット中継を開始しますインターネット中継を開始します
豊後大野市議会では、平成２３年６月より本会議のケーブルテレビ中継を開始しました。今後
も多くの市民の皆様が議会と市政に関心を持っていただける機会を増やすために、令和４年３月
定例会よりインターネット中継を開始します。インターネットに接続しているスマートフォン、
タブレット、パソコンなどから視聴できます。詳しくは豊後大野市議会ホームページをご覧くだ
さい。

（市議会のホームページのＱＲコード）
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私の将来の夢

魅力あるまちづくり
　「おはよう！　元気かえ？」「おかえり！　どうやったんかえ、	
学校は」。今日も元気な声が交差点に響きます。田んぼや畑が多く
あり、車の通りが多い交差点で、その声の主は雨の日でも風の日で
も欠かすことなく登下校する子どもたちに声をかけ、通り過ぎる一
人一人の子どもたちを温かく見守り続けています。声の主は私の祖
父です。祖父がこの活動を始めてから 10 年がたちます。祖父は「事
故の少ないまちはとても魅力的やろ？たくさんの人に安心して三重
に住んでほしいんや」と言っています。
　私はまちをよりよいものにしていくには施設やお金のことだけ	
でなく、地域をつくる人、人と人とのつながりが重要だと気づかさ	
れました。祖父の活動は人と人とをつなげ、安心で笑顔あるまちづ	
くりにつながっているのです。私はそんな祖父のことを心から尊敬	
しています。そして祖父が守っているこのまちも祖父のことも大好
きです。

　私の将来の夢は人を介護したりサポートしたりするような仕事
をすることです。なぜなら、小さいときから今までたくさんの人に
支えられ、お世話してもらいながら成長してきたからです。次は私
の番でたくさんの人を助けたいと思いました。
　先日、学校の行事で「はぐくみ先生」という活動として、パティ
シエの職業体験を行い、マドレーヌづくりをしました。実際に作っ
たマドレーヌを食べてもらったとき、「おいしい！」と笑顔で言っ
てもらい、うれしかったです。このことをきっかけにお世話になっ
た人たちに恩返しをしたい気持ちがより強くなりました。
　夢の実現に向けてこれからも努力を重ね、みんなを笑顔にできる
人になりたいです。

三重中学校３年

百 枝 小 学 校 6 年
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市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回3月定例会は2月21日に開会予定です。


